
日赤図書室協議会研修会に参加して

的 池 拓

2012年６月１日㈮・６月２日㈯に本社で行

われた、「第19回日赤図書室協議会研修会」に

参加した。

病院に入社し、総務課に配属になり半年の

自分がこのような研修会に参加してはたして

大丈夫なのだろうかと、行きの電車の中では

不安でいっぱいだった。

事前に予習をしようと過去の資料を読んで

みたが、聞いたことのない言葉がたくさん出

てきて、頭の中に入らずさらに不安になった。

いざ、研修会に参加し、日本赤十字社医療

センターの天野いづみ氏の「図書館員のため

の電子ジャーナル事始め」の発表を聞いた。

PDF形式・HTML形式の特性等にも触れ

られていて、普段その違いについて調べずに

見過ごしてきたので勉強になった。このスラ

イドの資料が現在の私の図書室の教科書と

なっている。

二日目の「事例報告」もとても勉強になっ

た。いずれ来るであろう大地震に図書室とし

てどのような準備をしたらいいのか考えさせ

られた。当院の図書室も早急な耐震補強が必

要なのではないかと感じた。

また、「病院引っ越し顚末記」もとても興味

深いものであり、図書室の引っ越しに関して

５年も前から準備しなければならないのは驚

きであった。こちらもいずれ来るその日の為

に準備をしていかなければいけないと感じ

た。

今回、他施設の皆さんとさまざまな情報交

換が出来たことは、とても貴重な時間となり

ました。この場を借りて御礼申し上げます。

今後ともよろしくお願い致します。
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◆参加報告◆

MATOIKE Taku

諏訪赤十字病院 図書室

suwatosho＠hotmail.com

受理日（2012．９．25）


